












































































































































































































































































































































行ったもの）          
 
【授業１】発問数 22                               
　　　　ＥＦＥＦＢＦＣ ’ Ｃ ’ ＣＥＣＦＤＤＤＣＥＤＣ ’ ＥＥＦ           
【授業２】発問数６                                









発問のカテゴリー Ａ Ｂ Ｃ Ｃ ’ Ｄ Ｅ Ｆ
授業１
（従来）
出現数 0 1 3 3 4 6 5
出現率 0 5 14 14 18 27 23 ％
授業２
（意識）
出現数 0 0 1 0 4 1 0
出現率 0 0 17 0 67 17 0 ％





















































発言のカテゴリー Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
授業１
出現数 1 2 24 4 0 0
出現率 3 7 80 13 0 0 ％
授業２
出現数 0 2 6 2 0 0
























２の３ ２の５ 小計 出現率
表現構造についての論評 16 10 26 37
書かれた内容についての論評 12 12 24 34
表現構造・内容両方に言及 3 6 9 13
新たな疑問の創出 1 1 2 3




























































き 加 え て い っ た か を 調







































































































































































































































































ミハイル・バフチン『バフチン言語論入門』桑野隆 / 小林潔訳 2002　せりか書房
佐藤公治『認知心理学からみた読みの世界−対話と協同的学習をめざして』1996　北
大路書房
鶴田清司『文学教材の読解主義を超える』1999　明治図書
田近洵一『読み手を育てる−読者論から読書行為論へ』1993　明治図書
長尾高明『鑑賞指導のための教材研究法−分析批評の応用』1990　明治図書
府川源一郎『文学すること・教育すること−文学体験の成立をめざして』1995　東洋
館出版社
府川源一郎『自分のことばを作り出す国語教育』2001　東洋館出版社
府川源一郎『文学すること・教育すること−文学体験の成立をめざして』1995　東洋
館出版社
府川源一郎『自分のことばを作り出す国語教育』2001　東洋館出版社
青柳　宏「国語科読解指導方法論の分析」名古屋大学教育学部研究紀要 36 巻
安藤　宏『太宰治　弱さを演じるということ』2002　ちくま書房
大江健三郎『新しい文学のために』1988　岩波新書
大岡　信『日本語の豊かな使い手になるために』2002　太郎次郎社
大橋洋一『新文学入門』1995　岩波書店
小森洋一『読むための理論−文学・思想・批評』1991　世織書房
西郷武彦『虚構としての文学』1991　現代教育 101 選　国土社　
佐藤公治『対話の中の学びと成長』1999　金子書房
（本学非常勤講師）
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